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研究課題：

長期失業者対策としての積極的労働市場政策の政策効果に関する理論研究

月/日 活 動 記 録

2015年4月

～2015年9月

2015年8月

2015年9月

～2016年3月

2015年12月

1990 年代以降、積極的労働市場政策が失業期間の短縮化及び長期失業者の減少にどの

ような影響を及ぼしたのかに関する先行研究のサーベイを中心に研究を行った。その際

に、特にスウェーデンの積極的労働市場政策に焦点を絞り、先行研究のサーベイを行っ

た。

スウェーデンの労働政策担当者に対してヒアリング調査を行った。具体的には、積極的労

働市場政策が失業期間の減少或いは長期失業者の減少にどのように寄与しているのか

についてインタビュー調査を行った。特に、政策担当者はActivation Policyと言われる政策

が失業期間の短縮化に大きく寄与しているという認識を有していた。このことは、先行研究

の結果と概ね整合的であった。

先行研究は主に実証的アプローチが中心であり、様々な要因間の因果関係や政策効果

を理論的に説明する理論モデルを用いた分析はほとんど存在していない。このような状

況を踏まえ、理論モデルの構築を試みた。

国際学会「International Business, Economics, Social Science &Humanities (BESSH)

2015」において論文報告を行い、あわせてバネルディスカッションのパネリストとして参加

した。

来年度の活

動 計 画

本年度で修了するが、次年度以降の新規の一般部会の研究で引き続き研究を行う予定で

ある。

終了の場合
研究成果刊行の時期： 2016年 9月（予定）

研究成果の公開方法：Journal への論文の投稿・掲載


